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この文は武蔵野美術大学芸術学科講義の下地とし、前もって以前に読んで頂くことによ
り講義の概要が受け入れやすくなるのではとの思いの下に書き下ろされたものです。学
校という組織の中での社会に出るまでの短い時間と比較的自由な環境の中で自分は将来
何がしたいか、今何ができるか、そして自分自身の方向、したいことの可能性を実際に
確かめることができる時間と空間、一生かけても尽きない永遠のテーマが生まれてくる
べく胎生の期間、自分の抱いている夢のきっかけをこの期間の中で朧げながらでも、も
やもやとして、形にはなっていないけれど、何かこれは大切ではないだろうかと感じる
感覚の中にあるささやかな不確かではあるけれどテーマになりそうな予感。しかしこれ
さえあれば目的として生きて行けるのではという一つのテーマのきっかけを掴む努力。
実社会でそのテーマを確かめるように生きて行くそのスタートラインに立つべく初心、
初志、を大切にし、忘れないで生きてゆくこと、たった一つでいい、その何年間かの集
約の一つを確認するように心に抱いて忘れずに生きてゆくこと、一生にとって大事な糧
として、社会に順応して生きてゆく力として役に立つのです。

ノミや筆、コンピューターという誰もが持つ、それ以前の誰の持つものとも違う自分が
探し出した自分だけが持つ表現以前のオリジナリテイ（独創性）から生まれた感性、藝、
術（この藝と術は技術やテクニックの意ではなくむしろ磨き上げられる感覚としての個
性が持つ直感できる感性、その感性が産みだす創造）身につけるよう生活をしていけた
らと思うのです。しかし学生とはいえ、学校だけでなく現実の社会にも晒されていると
いう二重の空間の中で生きていくことになります。大事なことはこの現実の社会にも学
校では教えてくれない学ぶことのできない、厳しさを要求する縦社会、適合できない不
確かな自分、その不合理ゆえの矛盾と批判、その複雑な社会にこそ自分のこれからのテー
マとしての創造の素材が限りなく埋蔵されているのです。何がどこにあるのか、自分の
探しているものは何なのか。真剣に社会を見つめ、全面的にではないけれどいろいろな
方法で学生でありながら社会に参加し実感することによって少しづつ見えてくる現実の
社会と作品のテーマと表現の試行錯誤の確認。生活を通じて現実の社会を経験による思
考と身体のプラクテイス。そこから自分にとって大事な自分と社会の繋がりの主題を探
し求め、その素材とテーマを学校という仕事場に持ち込み製作を重ねる訓練と鍛錬によっ
て少しづつ確かなものを感ずるようになるのです。

学校の中には創造の原点となるようなものは何もありません。お膳立てはしてないので
す。自分が求めない限りは学校といえども何も教えてくれません。何(what、主題）が
ない限り如何に（how)という助言（advice)はありえないのです。つまりこの考えに依れ
ば積極的、自主的な探し求める行為（action)が創造の原点であり、しかも次のステップ



である如何に（how)も助言だけでは創造にとってはなんら役に立たず、自らの試行錯誤
の連続の繰り返しの訓練よってしか、体で感じて身につけていくしか他に方法はないと
思われます。創造とはその作者の独創性（originarity)　から生まれてくるものでありそ
の独創性は実のところ人から教えられたりして出てくるものではないのです。人間の域
を超越した神秘に満ちた永遠に朽ちない真理に通じる世界観を持つ芸術性、それは技術、
テクニック、アイデイア、マテイリアル、方法、工夫、思考、人間界の全ての知恵を超
越する、自然世界のような素朴さと真理を示す。寡黙にその永遠性は現実の時間と空間
からの飛躍を作者に示唆しありとあらゆる人間の浅薄な世界を否定する。そのような真
実と人の心に訴え、見る人の霊魂を揺さぶり未だかつて見たことのない全的世界観を感
じさせるもの。私はそのようなアート生命の宿ったコミニュケイションをする作品を創
造できたらと思うのです。

主に私の４８年間の外国生活で培った生活とアートについて述べてみたいと思います。
創造の原点となる具体的な日常生活から、生活の糧を得る人生の経験、慣れていない生
活空間での違和感を感じながら生きる自分、社会の中で自分一人ではどうにもならない
存在の意識、制作以前の懐疑や困惑や確かでない自分はどのようにこの新しい社会に溶
け込んで（adopt)いけるのだろうか。私の経験やアメリカで活躍する作家などをを例に
しながら掘り下げることによって、何か（inspiration)を感じてもらえたらと思うので
す。しかしこれは単にそれぞれの100人百様の一つの例えであり、もちろん私の例は絶
対ではなく、それぞれの個人にあった生き方、個性ある生き方があるべきだと信じてい
ます。ニューヨークでの生活，制作、生活の為の仕事、様々な困難、障害、言語、体力
等のハンデキャップ（handicap)カルチャーショック（culture shock-文化，生活習慣の違
和感）を通じて学んだ事柄、暗中模索を通しての生き方，考え方、どうしたらアメリカ
社会に一市民としてさらにはクリエイターとして参加できるのか，社会の中での自己の
認識、位置、目指す方向、今自分はこの自分の生活する国のどこにどの深さでどおいう
役割や存在意識を（アイデンテイテイidentity-これは社会的地位とか身分（status）とは
違います)　持とうとしているのか。そしてその社会の組織体系（システム）の中に埋
没し市民としての生活の中で、クリエイターとして 考える事（思考ーconcept、感じる
（感性）-sense)と表現としての作品を何処で如何なる場で誰とコミニュケイション
(communication)を具体的に望むか。自己認識のアイデンテイテイから作品のアイデンテ
イテイへの表現する作品移行の試行錯誤、個人の理由、衝動によって制作をする私的
（personal)から公的(public)へのコミニュケイションとしての作品へ転成（transformation)
の確認は作家の闘い（struggle)として一生をかけて果てしなく続きます。



それは社会に発言（communication)しようとする誰もが苦悩する作家の使命といえま
す。作品を通じて作家として自分が住む社会でのコミュニケイションがどのように可能
なのか。作品は表現の如何を問わず隠すことのできない作家の全てを顕に映し出します。
純粋アート（fine art)が商品価値、作家の社会的身分（ステイタス）としての価値という
功利的現実味を帯びる時、アート、作品の生命は錆び、滅び始める。その作品の感動は
人の心に宿る事無く消え去る。しかし一たび作品が強く人の心を打ち、見る人の心に宿っ
た時、永遠の輝きを持ち始める。作品を単に物的に所有するのではなく作品が訴えてく
る見た瞬間の強烈なコミュニケイションの感動、その瞬間から作品は人と共に永遠に生
き、人から人へと世代を超え伝承されて行くのです。眼に見えない個人、社会の遺産と
して人々はそれを大切にする。芸術の使命はここに如実に語られています。自分の功利
のために作られたコミニュケイションや視野の狭い、広がりのない作品はその作者一代
で消滅し、歴史に耐えることは難しく、不可能と言っても過言ではありません。その作
品は単なる作り物であり作品自らが息づいて、見る人と対話ができないからです。作品
は嘘、隠し立てはできません。作者その人をまるごと顕在させるからです。見る人がど
こまで深く作者の表現を感じ（sense)、作者はどのような意図のもとにその作品を作ろ
うとしたのかを如何に理解するかにかかっています。普遍性のない作品は歴史というふ
るいには耐えることができないのです。現実を理解し浮世、ジャーナルに出来るだけ流
されず、妥協せず自己に徹し、自分の壁と向き合うこと、自分は何をしたいか、望んで
いるか生活を通して表現の試行錯誤の繰り返しからアートとは何かという本質が朧げな
がら次第に感ずることが出来る様になります。

人生という流れの中で稀に出会う素晴しい意思、夢、力、その情熱の迫力、他にとって
妄信にすら見える集中力と持久力を持ち、深く逞しく人生を生き抜いて来た人達がいま
す。彼等が持つ社会への思いやりと自己を棄てた捨て身のヴィジュアルアートに対する
純粋へのこだわりとその活動を通した社会への無償の働きかけ（如何なる分野の職業の
人達にも存在します）、自然（nature)とアートを愛する優しさと寛容さを持ちその神秘
の力を憧憬し、行動だけが証明できるアートの力を信じ、自由を希求する人々、自分と
他人は違う、その違い，個性をお互いに共有出来る社会、情報と富を特殊の人たちだけ
が占有する古いピラミッド型の下層に重圧のかかる縦社会、中身の無い権力を象徴した、
時代にそぐわない、狭き門にのみ未来があると思わせる悪しき教育と社会システム、人々
にとって何ら役に立たない、むしろ壁にさえなっている不能になったこの古い不毛の文
化構造を解体、脱化（deconstruction)し、陽のあたる、皆が対等に同じ機会均等の場で
切磋琢磨出来る、奪い合いでなく情報と富を共有し才能を競い合える社会ーこのような
自由な平らな社会、人災（加害者と被害者）のない、生きがいのある、夢を持てる、人
間は世代をつなぎ、未来に向かって永遠に生き延びる事ができると信じられる社会。



純粋芸術こそがこの汚濁にまみれた希望のないシステムを救済できると信じる芸術への
信頼。動物世界には人間がする大量虐殺のような野蛮な行為や強者が弱者を奴隷扱いに
したり、子供を人間のようにないがしろにはしません。しかし理想の社会が存在しない
からと言って不可能とは言えません。無から始まった生命はどうして何百万年を生き延
びて来たのだろうか。自分だけが良ければいい、という利己主義な人達（彼等に未来を
託すことはできない）ではなく未来に次世代に繋ぐべき夢を持ちコンミュニテイ
（community)のために闘い、利己を棄てた努力を子孫に捧げた人達の賜物を現代の私達
は享受し、その豊穣の恩恵を受けて生きているこの事実は私達にあるべき、未来への生
き方を教えてくれます。　世界がどっぷりと物質文明に浸ってしまった息苦しいインター
ネット社会、まやかしの虚飾の世界に溺れ、それを追い求めて一生を費やさざるを得な
くなってしまったこの巨大資本主義の罠とも言うべき非人間化を強制するシステム、グ
ローバルと呼ばれる虚名の下に犯される帝国主義（キャピタリズム）の横暴、彼等は現
在、世界中で戦争に満ち、不安に満ちた地獄のような環境に生活をする人々、この被害
者を生んだ元凶であり暴力的加害者に他ならない。私達、アートを目指す人間にとって
この事実をどう受けとめたらいいのだろうか。これは政治の問題としてではなく個人の
問題として、アーテイストが抱える、直面しているテーマとして受けとめたいのです。

この超巨大化したシステムの中で自分達の専門分野での個人としての自分の力をどう生
かしていけるのだろうか。公平に分配されない縦型社会、利潤追求の為に上から下に奴
隷的存在を強いるという社会に私達の未来を託す訳にはいきません。弱肉強食の強権の
横行する個人を脅かす古い制度の中に明るい未来を望むことは不可能です。僕たちはアー
トを楯にNOを標榜し、個人対システム、アートの持つ自由の力対形式　、対峙するこ
とでアーテイストは創造の自由を勝ち取る事ができると信じているのです。個人の力を
信じてその既製の文化構造の変革を目指す事は私達のアート表現と行動力で微力でささ
やかではあるけれど必至であり可能です。

私はこの個人の創造力の可能性を信じてアート活動を５０年近くアメリカで続けてきま
した。自分の力、アートの力を信じる事、この信念こそがこれからの自分を支えてくれ
るのです。実際は自分では自分が何者なのか中身は良く解りませんし、上手く言えませ
ん、しかし、したい事、行きたい所、なりたい形を目指す事は誰でもできます。他人と
比べるのではなく他を鏡として自分を照らし出す事によって同じ人間でありながら違い
が少しづつ見えてきます。誰もが苦しい自己認識確認の暗いトンネル、光の無い世界を
生きるような自我の闘いの苦しみの中でもがきます。何故なら人間は同じ条件の下に生
まれてきません。地球上の全ての人が違う命を持ち、運命を持つべき生まれて来たので
す。その条件は平等ではありませんし不公平とも言えます。生き抜くことによって解っ



てくる事ですが、この平等ではなく、不公平である事を知る、その事自体が自然の摂理
であり人間の身体、肉体は基本的には同じく等しい原理で成り立っている事を知る時、
人間一人一人にそれぞれに平等に異なったチャンス、機会を持って生まれた事に、その
違いこそが生きる原点であることに気がつきます。どんなに厳しい環境条件の下でも根
を張って生き延びれば花は咲くのです。

事実が証明しています。又生きて行く事によって現実的の身体的、精神的、条件的、環
境的に何らかの障害、壁が自分を含めてあらゆる人に　あることにが気がつきます。そ
の時そのハンデ、障害を持ちながらも生きてきたその力が自分の一生にとって大きな知
恵となります。さらなる荒波、暴風雨に呑まれ荒磯に打ち砕かれた物体のように叩かれ、
打ち砕かれて漂流しているような失意の人生が来たとしても、目的を忘れず、それに打
ち克とうと必死に生き、希望を捨てなければ、その困難の経験が自分の一生にとって大
きな力となって自分を生かし続けてくれます。生き抜く力を無意識の内に悟った無限の
力に勇気付けられます。これが生命の尊さであることに気がつきます。自分が自分であ
る事に、今生きている事に感動し生き甲斐となり更に脱皮する事、新たな自分が生まれ
ると信じることが大切だと思うのです。

アーテイストがアートを作るということはどのような現象と意味を持つのでしょうか。
人間の作った物は全てアートのように見えますが、それらはそれぞれに存在理由を持っ
ています。今見渡して見える物の殆どは目的があって作られた物です。つま　り注文が
在り、物によっては図面が在り、物流があるといった社会の需要の結果存在しているも
のが大半です。その中の多くは目的、発想、材質、予算、作業、値段という行程を通し
て作られたものです。これらの物は社会に必要であり、生活の役に立つという機能を満
たしています。これらは様々な要素が絡み合って生産されます。この行程には必ず色々
なポイントでデザイナーという職業の人が関わっています。つまり多くのアーテイスト
が物作りに参加しています。

もう一つの種類のアーテイストが存在します。それはファインアーテイスト（芸術家）
と呼ばれる職業の人達です。これらのアーテイストの作品は殆どは社会の需要の注文に
よっては作られません。アーテイストの意思によって作られ、孤独（soritary)であり、
期限も無く、予算も無く、眼に見える目的もありません。殆どは一品生産です。つまり
限定の無い世界での物作りです。これがアートとアーテイストの存在の原点です。ゼロ
から何かを生み出す行為、見方によっては非常に自分本位な生き方とも言えます。実際
にはこの個人活動の中に大きな可能性が内包されています。それは詩人、哲学者、小説
家、科学者等の分野の人達と比肩する、私達が必要とする，人間にとって大事なビジュ
アルコミュニケイションは人間界を超越した意思表現として人間の歴史の生命共同体の



始まりから説明のつかない神秘的な世界との意思疎通の手段として存在していたと思わ
れます。人間界を超越した目には見えない世界を意識する現実的功利の無いアート。純
粋芸術（fine art)とは日常を通じ体を張って生き極める試練（プラクテイス）の最果て
に到達した濾過、純化されて見えてくる自分にとって究極の精神と心が感知した永遠に
通じる目には見えない形而上的世界とも言えます。

しかしこのような純粋アートを目指すアーテイストは現代には稀にしか見られません。
生命共同体というしがらみ、そのしがらみ（柵）の中でお金、名誉、権力、ありとあら
ゆる功名と利益の誘惑にアーテイストの牙と生命力は奪われ、その芸術の本来の目的を
見失った存在に成りつつあります。もはやアーテイストは牙を持った怒れる野獣ではな
く、飼い馴らされた社会のペットに成り下がってしまったのです。ここには真の意味の、
無用の用、虚業としてのアートの持つ責任は失われ、日本民族を支えてきた農民と漁民
その実業の貢献に対して、アーテイストとして、虚業家としてのプライドを持って恥ず
かしくない姿勢で対峙できているのだろうかと疑問を持たざるを得ません。農民や漁民
の人々は厳しい自然と闘い、この日本民族ををつなげる、支える役目を担ってきたので
す。このような意味での芸術家は存在したのだろうか又現在いるのだろうか。役目が違
うというかもしれません。そうではないのです。全く同じです。同じように自分のため、
人々のために、社会のためにあるのです。芸術、アートの持つ力を現代においては信ず
る人は多くはいません。何故だろうか。社会がそのような意識を持つ芸術家を必要とし
なくなったのです。本当は現代ほど社会の風潮に流されず自己を主張するアーテイスト
が必要とされる時代はないと思われます。

孤立した個人の力を信じることがで出来なくなった芸術家はシステムに頼るしか方法は
ないのだろうか。時代の流れの繰り返しの中にしか生きる道はないのだろうか。生きる
証である激情、怒り、欲望、限りなく愛を求める衝動と渇望、厳しいものに憧憬する勇
気、不可能に挑戦する捨て身の創造を目指す姿勢、その人間喪失（loss of　human 
nature)。ここにはアートの本来持つ可能性である、より良い社会を意識する警鐘として
の能動的姿勢はありません。飾り物、展示物置き場と化した画廊、美術館の中で永遠の
眠りについた芸術作品、この現実風景は寂しい。永遠に眠ることを否定する、永遠に生
きようとするアートが持っている途方もない怒り、爆発力、人々の生の根源を呼び覚ま
す意識革命への暴力的真実の叫び声は蒸発するように失せた。何故でしょうか。高度資
本主義経済という名のシステムの下にロボット化を強制された人々の意識は洗脳され、
宣伝されたプロダクトの購買欲で満足する消費経済が蔓延している現代を黙視すること
はとうていできません。



封建時代がそうであったように上からのお墨付き褒賞に嬉々としその功名に溺れ、自己
の美術館を持つほど金持ちでありながら名声のために血税である功名年金を貪る民主主
義とは全く反対の意識、自信とモラルを持たない文化人、芸術家、等溢れるほど存在し
ているように見えます。この奇妙などこかが間違っている社会、この縦の文化構造が根
を張ってしまった封建的文化構造を容認する堕落した弱体化した社会、戦後７０数年誰
がこの堕落を予測したのだろうか。資本主義経済の繁栄を戦後の復興というならそれは
偽善と言わざるを得ない。人々の生活の密度を支える生きがい、繁栄を平等にシェアー
する貧富の差のない社会、教育の機会均等、無くして何を繁栄と言えるのだろうか。プ
ロパガンダ（宣伝）に麻痺し踊らされる社会。社会を構成する人間の精神の復興無くし
て日本の戦後の真の復興はあり得ないと思うのです。

為政者の悪質な血税を我が物にし、意味のない様々な言葉の色とりどりで飾られた官位
褒章、人間の心理を巧みに誑し込んだ褒賞という名のトリック、毒饅頭と知りながらつ
い手の出てしまう芸術家、才能ある人材を不能に陥れる連綿と続く専制古代律令文化構
造が現代にブラックホールのごとく生き続けるこの巨大で盤石の文化構造（システム）
の君臨。このシステム、構造の解体、（デコンストラクション）を目指し、上部構造が
握るその莫大な血税予算を、アメリカやドイツのように一生懸命頑張っている陽の目を
見ない有能な無名の若者や努力しても報われない芸術家にシェアー（分配）してこそ社
会の機能そのものを未来に繋げていく手段として、次世代に渡していくことが必要だと
思われます。これは政治の問題ではなく芸術家の意識とコミニュケイションの問題です。
人間である事の本当の意味を、試行錯誤しながらも既に過去の人達が作った出来上がっ
ている現代に合わない出来上がった道ではなく、不安に満ちて入るけれど、自らの信じ
た道を生きるべきです。この生きる姿勢こそがアートに通じる道であり、アートそのも
のと言っても過言ではありません。

現在も過去にも実際にはほんの僅かの一握りの素晴らしいファーストクラスアーテイス
ト（社会的にジャーナリズム、メデイア、システムによって作られた有名度（status)で
はなく、そのオリジナリテイと存在が稀であり一流であること(identity）を見ることが
できます。彼等はの殆どは生きている時は陽の目を見る事無く、無視され、疎外されて
世を去ります。純粋にファインアートの意味を問い続ける作家は社会的評価を無視し、
徒党を組まず既製の文化構造に組しないフリーの表現と存在を目指す。多くは若年の新
進気鋭の作家にその片鱗を見ることができ、一生涯異端視され、評価やジャーナリズム
に溺惑されずに世を去る作家に多く見られます。ファインアート（fine art-純粋芸術）の
本質を生きようとしている人達。人間は作品を作る前に自分を知る、自分を作る事が何
よりも大切だと思われます。人には、他人には見えないかもしれない、しかし自分には
確かに見える自分の道を信じて生きて行くしか他に方法は無いのです。試行錯誤を繰り



返しながら生き続ける事、絶対に自分の夢を諦めず遠回りしてもいい、迷ってもいい、
道草してもいい、ひと休みしてもいい、夢を忘れないで生き続ける事それのみが唯一の
自分のアートを可能にする道なのです。
                                                                                                       　　　　　　　未完
                                                              ４/17/2018                                            　クーシ増田

 



 Performance Art、Fine Art の歴史と未来ー講義のあらまし
　４次元アートを超えて（beyond fourth dimension)　　

二次元 (second dimention)の平面絵画、三次元 (third dimention)の立体彫刻。平面、立
体、音、光、数字、言葉、文字、映像等を合成（combine)したミックスメデイアムとし
てのVisual Art 、Conceptual（概念） Art 以降の　European Art を源流とするコンテンポ
ラリーアート（contemporaly art)が一歩進んだ新しいメデイアム（medium)、媒体として
の生（なま、LIVE)の現実の時間を生きる身体を意識した四次元（fourth dimention)の表
現、パフォーマンスアート（Performance　art） は、どのように歴史的な推移を経て多
様な表現を持つに至り,　２０世紀の異端,　前衛から２１世紀　American Art　の大事な
メデイアムとなったのでしょうか。一方の東の外れの孤島に土着する日本民族が連綿と
繋いできた南方、東方、大陸からの東洋文化を原点となす風土に根付いた伝承文化とし
て、西洋の形のある、具体性のある、意図的、人工的、作為的、進化論的文化ではなく、
文明とは全く裏腹の、脈脈と流れる目には見えない、人から人への時を経ても変わるこ
とのない、他をいたわる連帯の心で共に生き、作業する、そうしなければ生存できない
生命共同体の知恵、自然を神の恵みのように崇拝しつつ、人間の儚い命と同体の自然や
宇宙の神秘を今も愛する永遠不滅の心、この民族を支えた唯一無二の肉体に宿った心の
文化、数万年をかけて築き上げ、時を超越した日本民族特有の風土に根を張った生活の
営みから生まれた独自の、アートという範疇を超えたパフォーマンス文化があることを
無視するわけにはいきません。この身体のコミニュケイション、西洋、東洋を超越した
個人の”肉体の思考と身体感性”　表現以前の”生活する原存在”　又　”五次元（fifth 
dimention)を暗示する精神と心の世界、時間と空間と存在”などについて後半共に考えて
いきたいと思います。　

現代アメリカの多種多様の少数民族（minority)はアメリカ総人口のほぼ半数に至り、か
つての都会の文化、社会の動きの主流としてのアメリカンポップアートや生活に見られ
るの白人偏向、白人システムに順応する文化、芸術は次第に変化を遂げ、今やこの異民
族文化の歴史を持つ人々の活躍はめざましく、彼ら無くしてアメリカの文化、アートを
語ることはできない。２１世紀に入り少数民族としての様々の白人、黒人、南米系スパ
ニシュ、アジア系、アメリカインデイアン、中近東系、アフリカ人等、アメリカ大陸が
持つ異種、雑居文化の台頭は新しい２１世紀文化の新しい波となり今までにない多彩な
文化現象として現れたのです。商業主義大衆文化であるサブカルチャー、クロスカル
チャー、としての　pop music, fasion,　movie,　comic,　animation,　game、TV、等、ア
ウトサイダーとしての落書きアート（graphity）など渦のように混淆したアメリカ特有の
カルチャーが百花繚乱するかのように映る文化と同時に社会の矛盾から生じる、湧き上



がるように頻繁に起きる銃弾による大量殺戮、人種差別等に対する人種を超えた若者の
怒りは政治意識と重なる新しい若者の力となって反動政治とそのシステムに対峙した大
衆文化の意識の力として興りつつあります。ここに若者のエネルギーをジェネレイショ
ンを超えたより良い社会への参加”comitment”,　情熱（passion)としての新しい時代のパ
フォーマンス性を見ます。

更にこの商業主義大衆文化に対峙する、孤立した(solitary)のファインアート（純粋芸
術）の表現は現実社会を基本構造とする時間の過去と現在と未来を表現しようとするダ
イレクトな身体、生命を媒体としての生きている時間に重ね、生（LIVE)の身体を意識
し、社会構造を設定した造形空間（インストレーション）、生活日常空間、宇宙の神秘
を内包する身体と自然界、個人が抱える非日常的な極限状況に対する不安感、人間疎外
を感じる身体感覚、人工空間（artficial society、space)に対する不信と懐疑と絶望。自然
界の人間感性を超越した無限感性への無意識の憧憬と願望、現代社会が抱える諸々の既
にある解決不可能と感じる不条理を掘り起こす作業としての視覚芸術（visual art)の幅広
いコミニュケイションを生（raw)で直接的に訴える反商業主義を唱えるファインアート
（純粋芸術）として、マスメデイアでは不可能なダイレクトに個人の内面の感性と精神
に訴えるコミニュケイションとしての四次元パフォーマンスアートがあることを見逃す
わけにはいきません。　

アメリカ現代アートを取り巻く知識人、富裕層、投資家、美術館、画廊、ジャーナリズ
ム、アーテイストを巻き込んだ投資としてのアートのマネーゲーム、社会が生んだ巨大
な金権文化構造のダイナミズムが引き起こす悪性ブラックホールの圧巻する途方もない
不毛の巨大権力,システム　”capitalism”に対峙すべく、個人の強権力に対する抵抗として
のアート表現、パフォーマンスアートは２１世紀の文化の構造解体（deconstruct)を目指
すアートとして現れたのです。人間の肉体を含めた宇宙空間構造、社会が内包する個人
の実存としての存在認識と社会構造。創造する破壊、破壊する創造、時代にそぐわない
機能しない組織、構造の解体と再生（deconstruct and construct)。自由意志への構築、自
らが感ずる不条理への懐疑、ダイナミックな現代的手法ともいうべき常識を打ち砕く勇
気、野心、捨て身の挑戦だけが手にいれることができると信ずる純粋精神の情熱に満ち
た彼等のパーフォーマンスは21世紀の下地、基礎（foundation)として存在の影響は今ま
でなかったムーブメントとして世代をつないで新しいアメリカ文化を示唆しているよう
に思われます。

1970年代のこの若手アーテイストから始まったムーブメントの台頭は次第に加熱し膨張
して現在に至っています。しかしこの作家達はあくまで個人の造形作家であり政治



（politic)とは全く無縁であり否定ではなく真剣に対峙すること、アートコミュニケー
ションの可能性を政治では不可能な、徒党を組まない造形作家のオリジナルとして、参
加しようとする、個人自体に深く食い入る　,反 マスコミュニケイションの立場でダイ
レクトな主題と表現方法をもってコミュニケイションを試みます。

アートメデイアムとしての身体を媒体とし時間を取り込んだ新しい表現方法としてコミ
ニュケイションをするパーフォーマンスアートは、ほぼ１００年前にその胎生は始まり、
第二次大戦後の主要なアートメデイアム（ art medium)として徐々に多くのアーテイスト
が挑戦する２１世紀のはっきりした４次元を舞台とするアートメデイアムとなったので
す。後期印象派、セザンヌ以降の２０世紀のロシア構成主義、第一次世界大戦を挟んで
ダダイズム、シュールリアリズム、ドイツ表現主義,　キュービスム、フォービズム、イ
タリア未来主義、第二次世界大戦後の１９５０年代に胎動を始めた、ヨーロッパ、ニュー
ヨークでのパフォーマンスアートはその胎動期としてのフランスのイブクライン、ドイ
ツのジョセフボイス等のフルクサス、アメリカでは熱い抽象表現主義のジャクソンポロッ
ク、ネオダダ、ロバートスミッソン等のアースワーク（earth work)にもその兆しを見る、
又日本での大正ダダ、１９５０年代の鈴木慶則、伊藤隆史等の前衛美術会を中心とした
大きな影響を与えた日本アンデパンダン、ヨシダミノル、白髪一雄等の具体派、１９６
０年代の升沢金平, 田辺三太郎等のネオダダと読売アンパン等、時代の変遷ともにパ
フォーマンスの挑戦は絶えることなく続く。

アメリカに於いては、主に1940年代生まれの挑戦的、野心的な反システムを標榜するア
メリカ作家が次々と輩出する１９７０年代、模索の活動期に突入することになります。
オーストリアのハーマンニッチ、アメリカのブルースナウマン、クリスバーデン、ビト
ウアカウンチ、南米系ゴードンマッタクラーク、ユダヤ系ハナウイルキ、キューバ系の
アナメンデイエータ、日系クーシマスダ、アフリカ系デービットハモンズ　彼等は20代
30代の新進気鋭の新しい時代を切り開こうとした戦後世代の異色パーフォーマンスアー
テイストとして２１世紀に繋げ、既にある構造に対峙した、捧げた社会派アーテイスト
のパイオニアとして歴史に楔を穿つと思われる前衛作家達です。

現代アメリカ社会の政治、経済、宗教、文化が持つ建前と現実の矛盾と破綻は社会が深
く病んでいることを表しています。西欧資本主義経済の末期症状を表わしたどうにもな
らないシステムの崩壊。白人が作った白人優位、少数派不利の法律を持つ社会、多くの
ノーベル賞経済学者の論理では解決できない富裕と貧困の格差、理想を掲げた政治家、
社会運動家の存在は抹殺され、その理想は反動政治家によって、いとも簡単に否定、覆
される社会。これは私が４８年アメリカに住んで肌で感じる今の現実です。民主主義社



会とはとても言い難い金権が横暴する弱肉強食、違法がお金で罷り通る差別社会と言っ
ても過言ではありません。最低生活の権利を主張するのもままならない社会。教育の機
会均等を獲得できないシステムの被害者である無視された低所得者層の充満する貧困社
会。

この現実を深く肌で感じ理解、深く社会に浸る生活感覚を通じて意識するアート表現、
ITを駆使した資本主義社会マスメデイアの宣伝消費社会、現実迎合主義に対峙するべ
く、生活の具体性から生まれる表現、既成の画廊空間、美術館等のお膳立ての器に納ま
るものではなく、そのシステムによって捏造されたモニュメントの偽造空間（text,　
context)と対峙し、差し出された器に当てはまらない規格外のスケール（必ずしも大き
さを意味しない）を持つアートの既成の価値を問い直す媒体（medium)としてパフォー
マンスは私にとって、その生々しさ、創造と破壊、悠久と儚さ、脆さ、永遠と瞬間、宇
宙と生命、見える世界と見えない世界、全ては定かでない限界と無限の感覚の中で生き
ている肉体の絶対存在の確認としての作業として身体と時間をメデイアムとするアート
表現を提示したのです。

古代ギリシャの言葉の認識から始まった形而上、精神、意識のコミニュケイションは近
代、現代にまで詩、哲学、文学、演劇等、多種多様なメデイアムによって反芻され続け
てきた。しかし私達が現在、生きているこの合理主義,資本主義社会においても、更な
る不条理の厳しさに人々は晒されているこの現実社会、あまりにも合理性を求めて作ら
れた、がんじがらめの檻社会、人々のシステムの矛盾に対する不安と怯えは拡大を続け
ている。ビジュアルアートとその先鋭、前衛でさえも頽廃、堕落し生きる屍となり地に
堕ちたように社会に参加するすることのできない、逆にその社会のシステムのハイエナ、
不毛な似非アートと成り果て、純粋芸術の持つ真の機能は消失し、快楽を求める世の中
の醜い装飾品に甘んじている。

一方、この新しい波、ムーブメントである４次元アートが持つ幅広い可能性は装飾、宣
伝（propaganda)化された瞬感の快楽、装飾（cosmetic)を求める表層的アートではなく、
目には見えない人間の内部の心、精神、思考に働きかけるコミニュケイション、芸術が
社会の中で幅広い可能性の拡大を目指す２１世紀のアートは多種多様な表現方法でグロー
バルの域での世代を超えた新しい動きとしてパフォーマンスアートは次第に顕著に現れ
つつあります。アート自体の社会に関わる文化構造そのものに解体と再生
（deconstruction,construction)の意志を差し出した1970年代に始まる無名の２０代、３０
代のそれぞれが異なった、徒党を組まない４次元アーテイスト達の挑戦は純粋であるが
ゆえに永遠の叫びとなって２１世紀アートの礎（foundation)として存在を続けると信じ
ています。



西洋と東洋の相容れない絶対的価値観の相違、刻々と変貌し続ける生死の時間の無限宇
宙と個体生命の無明の一体感、瞬間と無限時間を悟感する感動と躍動。西洋物質文明に
どっぷり浸った大脳には胎生し得ない東洋独特の感性と悟性。５０年近く私はこの絶対
に相容れることのできない合理主義アメリカ文化（culture of system))と東洋の次第に西
洋文明の波に洗われ滅亡しつつある、弱体化した形而上、精神主義文化の狭間で模索を
続けながら独自の立場で、どこにも属さない、既成の器にはまらない、自由を目指す表
現、個人活動の発表の場としてのコマーシャルスペース（商業空間）に対峙する自らの
スタジオスペース（75 hudson　trybeca　 ny、hartford ct)、アーテイスト自らのコープス
ペース(14 sculptors soho ny)、アルタネートスペース（franklyn furnace trybeca, gallery 
onetwentyeight lower east side)、道路広場 ( west broadway,spring st soho ny)等、柵のない、
束縛されない、中心ではない外側周縁の場(whitney counter weight ny,　putnam av 
bushwick ny)、生活を支えたマンハッタンnyc　を中心にした４０年間の配管工事による
素材と機能と自然（nature)の融和を目指す肉体のプラクテイス、実生活の場での独自の
表現と場の拡大、創造の母体としての自然空間、束縛されない表現と場の解放を求め続
けてきたのす。

生きる夢を繋げ、容赦のない時間と空間に耐え生き延びてきた生命共同体。個人の生命
の生け贄を強いた盤石な封建奴隷社会を生き延び、更に明治、大正、昭和、平成、第二
次世界大戦後を生き延び、人為的迫害のみでなく、幾多の自然災害に遭遇しながらも生
き続ける日本民族。戦後の再生日本を象徴する新憲法の下に、市民、子女への無差別砲
撃、瓦礫、敗残の焼け跡に立ち、働き盛りの壮年と学問に燃えた青年を無残に失い、手
足をもぎ取られ痲痺した殆ど壊滅した社会を再興し、再生を果たした今ある日本。幾多
の困難を生き延び、貧乏、窮乏の中で共に生きようとする人々の必死の努力と加護によっ
て育てられた私。この私の目に焼き付いた復興を目指す人間の群れ、この人々の痛みと
苦しみは私の肉体と心に深く突き刺さり、決して忘れ去ることのないの傷痕として膿み
爛れた心の傷となり、その痛みを慰謝するように生きている限りは、その膿を吐き出し、
叫び続けることで、歪んでしまった自らの心の傷を癒そうとする。自分もまたその先人
の血と汗を受けて立ち、自らの否定と肯定の狭間で生き続け、生きることを通してアー
ト表現を暗中模索し続ける以外、私の生きる道はないと確信するのです。

戦後の復興、新生を目指した象徴天皇制の下に現存する様々な色で飾られた血税で賄わ
れる現代の官位褒賞制度とその文化構造。それを容認する前衛芸術家を含めた芸術家集
団。最早その形は純粋芸術を目指す芸術家に値しない。純粋芸術生命の放棄を意味する
狼の子羊への媚び、変身、麻痺してしまった精神の堕落、頽廃を意味する儀式。封建制
度の形骸の誘惑に耐えられない、文化の本質を見失った服従と迎合。真の伝統精神の喪



失。この本質から逸脱したシステムの不条理を感じることのできない組織、権威、名誉
を盲信するアーテイスト。このできあがった、すでに私達が生まれる前に存在していた
封建文化構造に牙を剥くアーテイストとして対峙しない限りは、純粋芸術は永遠に欺瞞、
幻像としての律令制文化制度の遺骸の傘の下で企業、原発廃棄物のよう社会の癌物質と
してしか存在し得ないのだろうか。

真剣な社会意識なしには、純粋芸術（fine art)は生まれてこない。孤独な必死の創造、
命の結晶、永遠の光、その渇望と真の生き様、無くしては、真実の文化は存在しない。
生き延びて来た民族の歴史を繫ぐことへの否定、　個人の無知、傲慢から生まれる栄華
への執着、自分が良ければいいとする刹那主義、時代と歴史への逆流、それは民族の滅
亡を示唆している。一個人の名誉、地位、金銭を求めて生きる自己満足の芸術は浮世の
俗を求めたが故に、俗に甘んじ、滅びる。命懸けでなく、生命が宿っていない作品は瞬
時に腐り亡び去る。歴史は虚飾を受け入れない。１９６０年代パフォーマンスアーテイ
ストのネオダダのメンバー、升沢金平のベッドに排尿した　”帝国ホテル”　と題するパ
フォーマンス作品はその精神において純粋であるが故に、クリスバーデンの”ロッカー
パフォーマンス”と共に永遠のコミニュニケイション、invisible monumentとして光り続
ける。

如何なる前衛も真摯な精神無くしては茶番劇でしかなく、とても歴史に耐えられるとは
言い難い。文化体制という権威にすがって生き延びるしか道はないアート、美術館の中
では如何なる前衛も永遠に眠る物体として差し出された、決して生きてはいない虫けら
標本アートに等しく、悪しき文化体制によって支えられた消化不可能のシステムによる
純粋培養のアート、私はこの醒めて見る悪夢の幻のような現実を受け入れることは到底
できない。嘘を生きるのは自分と社会と伝統に対する冒涜であり自己欺瞞であり頽廃で
あり不毛としか言えない。芸術以前の社会認識、姿勢が問われるのです。敗戦の痛みは
蒸発し、表面的アメリカ合理主義を追従、コピーする似非芸術家とその組織
（institution)、の群れ。この害毒の充満したガスチェンバーのような密閉された息苦し
い現実を許容することは私にはできない。アートが生活空間を飾る機能としての装飾,
オブジェからの超越し、独立した更なる人間の意識、内面に訴える精神の革命、撲滅で
きない人間の不条理に挑戦するビジュアルアートの賭け、これが新しいアートとしての
本質であり、四次元パフォーマンスアートの目指す世界と言えます。私は政治体制を批
判しているのではなくアーテイストのモラルの欠落、堕落、傲慢を批判しているのです。
自らの生活の原点を問い直すべき芸術の持つ超越への人間の真の情熱は失われた今、生
きる屍として生きるしか道はないのだろうか。どうしたらこの絶望の淵から這い出るこ
とができるのだろうか。歴史は単なる繰り返しに過ぎないのだろうか。



純粋芸術こそが悪しき構造に根こそぎ改革を迫る無言の力となるのです。権力者、上流
階級が愛でた仮象文化、絢爛豪華、装飾文化、わび、さび、幽玄、これらは資本主義経
済が支配する現代アメリカ文化に酷似している。これらは本質的には日本の伝統文化と
は言い難い。権力を持った人たち、富を弄んだ愛玩文化であり、形而上の精神文化は見
られず、社会にとって不毛であることは歴史が証明している明白な事実です。宗教と癒
着した王権政治、　独裁政治、武家政治、軍閥政治、産業革命以前、以降の資本主義政
治、革命以降の共産主義政治、これらの強権体制に支えられた芸術、プロパガンダ文化
は真の創造とは別世界であり、不毛であることは火を見るよりも明らかであるにもかか
わらず、自由、市民権を叫ぶ現代に於いても連綿とこの頽廃は続けられている。主義は
マス文化であり個の反対側にあり純粋芸術はこの宣伝文化を強く否定する。植民地支配
からグローバリズムの名の下に犯されてきた数々のイギリス産業革命以降の西洋文明の
利権侵略、その負の支配が現代の難民問題を含め、世界を不安の坩堝に陥れている。今
こそアーテイストはこの現実に目覚め、本質のアートコミュニケイションを目指すべき
だと思うのです。

芸術の本質は人間社会の禁忌（taboo）を解放して新しい価値を創造しようとする能動
の意志にある。ジャーナリズム、コマーシャリズムを懐疑し、アートが持つ始原、野生、
生（raw)の力を信じ自らの意志でこの堕落、腐敗した世界と対峙すること、このささや
かな個人の力、自分の徹底したアンチシステム（anti system)への、オリジナリテイーを
アート表現として提示すること、朽ち滅びる肉体の反抗、怒り、欲望、情熱、歓喜する
人間、生命体が宇宙と共に生まれ、連綿と続く世代を繋いで今にある一個人の燃え尽き
る命を、　究極の試練に晒す完全燃焼への希い、生命の本能が感覚する（永遠）への挑
戦、官能、喜悦、恍惚、純粋への情熱の賭け。永遠に燃え続ける感情の無限に膨張する、
不可能はないと信じる賭けへの挑戦(desire for mass critical　conditionーhuman big bang)。

生と死の連綿と織りなす、生きて行く限りの意思が持つ命の意味と限界への挑戦、妥協
を許さない飽くなき試練に晒す肉体が夢見る欲望と官能、歓喜の渦の無限の世界。全身、
全霊が到達する無比の純粋世界への渇望。人間の一生を賭けたアート表現、究極の限界
爆発への夢。自らが仕掛けた芸術生命の爆発。一生に賭けた無限解放への夢。これが私
の創造の原点であり、私は生きること、生き抜くことで未だ見えていない自分独自の道
を思考錯誤しながらも求め続ける、この”生きる意志”こそが四次元パフォーマンスの原
点となるのです。

人間は全て同じようにに社会の下に生まれてきません。しかし、全ての人が、個人個人
が、一人一人が、違う条件で生まれてきたからこそ、そこに比べることのできない個人



の独自性と創造の可能性、個性が産まれるのです。誰もが同じでない違う生き方、考え
方、先天的に持った誕生の条件、それを生き抜く過程、時間その全てが独創の源泉とな
り、生きる力となるのです。ここにパフォーマンスの原質を見るのです。与えられた生
を受け入れ、生きていくことで徐々に意識は目覚め、自分がこの広大な宇宙の中の古今
東西、後にも先にも生まれてこない絶対的な個人、二度とない人間、自分であることに
気がつくのです。比べようのない存在、比べることのできない人間存在、たった一人し
か存在しない独自性、この意識こそ創造の核となるのです。徹底的に独自を極めること、
生きることの困難、苦難を克服し生き延びた時にこそ、自分らしさを獲得し、更なる生
き抜く力となるのです。

アート、アーテイストにとってこれでいいという終わりは永遠にありません。アートは
金銭、社会的名誉と地位、宗教、それらの俗を弾劾しその高潔さと厳しさ故に芸術家が
一生をかけても辿りつくことのできない　”創造の世界”は　悠久、無限、絶対の世界と
して厳しく存在する。自らが創造した他とは比べようのない新しい価値と存在を求め、
過去にあった価値の否定と肯定、自らの価値の否定と肯定この狭間で揺らぐ自らの存在
の懐疑、不安、この繰り返し巡り来る、生きている限り意識する精神の矛盾、先の見え
ない道をなんとか生きる、これから先の未来の自分を模索しながら自分の選んだ道を信
じて創作を通じて自らの道標を生きていく以外に創造の道はありません。

人生の鋳型や類型を否定し、自分が選んだ唯一の生き方、この独自性、自らの選択し信
じた道に向かって磨きをかけること、生身の肉体の全身全霊で永遠に通じる、目には見
えない不滅の真実の価値、モニュメント(invisible monument)を後世に繋げようとする意
志と精神と心、これらは先人達が繋げてきた目には見えない日本民族の世界に誇れる独
自の文化遺産であると確信するのです。時間と空間を超越する絶対人間への賭け、更な
る次元、新たなる宇宙に突入する五次元への挑戦。　悠久、自然の中に生まれ与えられ
た大切な一生、生命、これをなんとか自分の個性と独創で社会の中で共同体の一員とし
て、確かな仕事を次の世代、時代に繋げてゆくことができたならと思うのです。先人が
創造した脈脈と生き延びてきた真実の芸術、純粋芸術、文化は私達の肉体に宿り、歴史
を繋いで生き続けているのです。
　敬称略　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　未完　　　クーシ増田
　　　　　　　　　　　　　　　　4 /17 / 2018
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　                                                                                   
　




